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●友好クラブ 

 韓国・龍仁ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 3600 地区 

 台湾・台中文心ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 3461 地区 

●姉妹クラブ 

 千曲川ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 2600 地区 

●提唱インターアクトクラブ 

 光明学園相模原高等学校 

                                     
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
         
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

前回の卓話では、当クラブ設立までの過程と、 

     相模原東 RCの創設を中心にお話させてもらい 

ました。今回は、当クラブ初年度会長から順を 

追って、その年度の主だった行事を含め、私の    

記憶と思い出を加えながら、話させて頂きます。 

初年度会長は、三年後には地区ガバナーを約

束されていた、当時の伊藤病院・院長の伊藤茂

氏です。伊藤氏については、前回もお話させて

もらいましたので一部省略しますが、ロータリ

ー博士と言われ、ロータリーに精通し、ポー

ル・ハリスの精神を忠実に守り通した方です。 

ポール・ハリスの言葉で良く知られている

「フェローシップ」、日本語では「仲間意識」

と訳されていますが、伊藤氏はこれに因んで 

 

 
 
 
 

 
 

    
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

川合 貞義 

「ロータリーは親睦に始まって、親睦に終わる」 

と常に多くの場で話されていました。この言葉 

は当クラブの良き伝統として、現在も続いてい 

るのではないでしょうか？  

この年度は大きなイベントして、認証状伝達 

式がありました。県内外からロータリアン、来 

賓者を含め 800余名。会場の相模原市民会館が 

ほぼ満員で、盛大に開催されました。 

 来賓の中に、伊藤氏の計らいで在日米国陸軍 

本州司令官バートロン大佐、同サムエル渉外部 

長が出席され、同陸軍軍楽隊の演奏もあり、異 

色の雰囲気が加わりました。 

 全会員で、連日夜遅くまで準備した記憶があ 

りまして、実行委員長は私が務めました。 

 

会 長 早川 正彦  幹 事 佐々木 敏尚 

 



  
 

RI には、RI 会長テーマがありますが、当時、

当クラブにも会長指針があり、伊藤氏は「親睦の

輪を奉仕の理想に」をテーマに挙げています。 

 

次は、鹿島直麿（1978～1979）年度で、テーマ

は「愛と理解で奉仕しよう」です。鹿島氏は、大

和 RC の小武徴夫氏の紹介で、キーメンの仲間入

りをしました。(株)寿食品の社長で、職業分類は

工場給食。弁当などを主とした会社で、会社経営

に優れ、のちに職業奉仕部門に「経営研究委員会」 

を作って、初代委員長になり勉強しました。 

 先に述べた鹿島氏の紹介者・小武氏について、 

もう少し付け加えますが、小武氏は韓国に大変詳

しい方で、のちに韓国・龍仁 RC と姉妹クラブ締

結に大きな役割を担ってくれた方です。韓国にも

同行してもらいました。締結については、また時

間があったら、お話します。 

 鹿島氏は趣味も多彩でしたが、特にゴルフはプ

ロ並みでした。当クラブには過去に、相模原 GC、 

大相模 GC、津久井湖 CC のそれぞれチャンピオン

揃いで、地区大会や分区内のコンペは常に優勝し 

て、ブーイング(?)を受けるほどでした。 

 余談ですが、私の楽しい思い出の１つにロータ

リー国際大会で二度ほど、カジノに一緒に連れて

行ってもらったことがあり、私一人だけプラスに

なり、意気揚々と帰ったことを覚えています。 

 この年度は、伊藤茂ガバナーエレクト誕生の年

で、それに合せて、ローマでの国際大会に当クラ

ブから 11名で参加。「新ガバナー伊藤茂君 激励 

旅行団」の大きな横断幕を会場となったエマヌエ

ールに持込み、応援したことが印象的でした。ま

た、イタリア名物フラッグの舞、ナポリ、モンブ

ラン山、市内見物等々、楽しい旅でした。 

  

1979～80年は、山内大氏の年度です。山内氏は

学生時代に相撲をやっていたという方で、名が占

めすように大柄な体で、本人は少な目に体重は

100 ㎏と言っていましたが、実際はどうだったの

でしょうか？ 

 山内氏はロータリーが大好きで、ロータリー論 

になると特別に声が大きくなり、相手を圧倒する

程の迫力がある情熱家でした。 

 

 

 

テーマは正に彼らしい「ロータリーの原点に還 

り、天真爛漫に奉仕しよう」です。 

この年度は伊藤氏がガバナーですので、地区大 

会は通常ですと、主催が当クラブになるのですが、 

ちょっとした問題があり、結論としては時期早々 

として、相模原 RCにお願いした経緯があります。 

実行委員長は相模原 RCの原敏文氏、副委員長 

に私も加わり、結果は大成功を修めました。また 

例会の連続 80回出席率 100％達成記録を立てた 

のも、この年度でした。 

 この年は、初めてのＩＧＦ（現在のＩＭ）を受 

け持ち、社会奉仕の中で「マザー・テレサとその 

世界」の上映して、全会員より大拍手でした。実 

行委員長は私で、副委員長は小野会員が務めまし 

た。オーストラリアの青少年交換学生メリンダを 

受入れしたのも、この年です。 

 

 1980～81年は私の年度です。ロルフ・クラリヒ 

RI会長のテーマは「時間を奉げよう 奉仕のため 

に」。これを見習って「真心のこもった奉仕」と 

しました。この年度の週報に、ロータリー情報が 

毎回掲載され、第 1号には佐藤千壽 PG著“ポール 

ハリスの言葉”からの抜粋で、 

「ロータリーは平均出席率が高くなくては、その 

重要なる目的を達成することはできない。最良の 

クラブとは最高の出席率を保持するクラブである。 

95％以上の平均出席率を維持し続けるようなクラ 

ブは、これこそ真のロータリークラブと言うべく、 

こういうクラブは何をやっても成功する」 

とありました。数年後に「出席って、そんなに大 

事か？」と公言したパストガバナーがいましたが、 

残念なことです。 

 また西川会員の社員がパラリンピックで優勝の 

報告があり、皆で大拍手して喜んで迎えました。 

 国際大会はブラジル・サンパウロで開催され、 

会員や奥様、友人などを含めて 10名で参加し、 

ペルーのマチュピチュ、アマゾン奥地、イグアス 

の滝、サントスなど巡り、19日間の長旅でした。 

  

 1981～82年は野崎順一年度です。野崎工業所 

社長で地元上溝の出身。豪快で親分肌、面倒見が 

良く、皆に慕われて、指導力も充分発揮された方 

 



 

         

    でした。お酒は一滴も飲まなかったが、酒宴席に 

は良く出席されていました。 

     当クラブが創立 5周年を迎えた年で、例会場の

福祉センターにて、長洲県知事、館盛市長を始め 

    来賓や他クラブ会員を含め、200 名程の出席者と 

記憶しておりますが、盛大に行われました。 

     この年度の大きな行事として、横山公園に「句 

碑」を寄贈したことで、私にとっても大きな思い 

出があります。当時の奉仕活動委員長は佐々木澄 

夫氏で宝石商を営み、また教育に熱心な方でした。 

 佐々木氏は新しくできる横山公園に、石碑を贈 

る計画をし、石は地域の石、句は相模原に関した 

ものと条件を付けました。結果、石は小田原の一 

夜城に使用した石、句は松尾芭蕉の「陽炎や 柴

胡が原に 薄けむり」、書は市役所の片野助役に

書いてもらったと記憶しています。 

 一夜城の石切場は、私の家内の実家の裏にあり、 

義兄に段取ってもらって、佐々木氏が 10 トン車

を借りて、私と二人で約７～8 トンある石を揺ら

しながら運んだことが思い出されます。 

 この年は米国ダラスで国際大会が開催され、そ

の時のちょっとしたエピソードを紹介します。参

加者は酒豪揃いの 9名で、羽田からニューヨーク

に着くまで機内でワインを飲み続け、スチュワー

デスに「皆様、良く飲みますね。ワインはもう無

くなりました！」と言われたのが、長い間クラブ

で話題になりました。 

 この旅の中で、もう１つお酒の話ですが、毎晩

夕食後に、小野会員の部屋がスナックバーに早変

りし、小野会員がマネージャー、西村会員がマス

ターとなり、準備ができると「バーの時間ですよ」

と、各部屋に電話が掛かってくるという楽しい旅

でした。 

 最後になりますが、初年度から 5周年までの話

でしたが、その間には当クラブは地区より多くの

賞をもらいました。 

中でも出席率、ロータリー財団、米山奨学会は

毎年、対象になりました。特に財団や米山につい

ては会員家族の協力があったのも一因です。当ク

ラブが名門クラブと言われる所以は、親睦を大切

にし、力を合わせた結果だと信じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日 9月 25日は「主婦休みの日」だそうです。 

これは、女性のための生活情報誌の発行を行うサ 

ンケイリビング新聞社により、2009 年に制定さ 

れました。「主婦の元気が、ニッポンの元気にな 

れば」との思いから始まり、1月 25日、5月 25 

日、本日 9月 25日の 3日が、この日に当ります。 

良くある話ですが、主婦の家事労働を時間給で 

評価しますと、7時間 30分が平均労働時間で、 

時給は 2630 円と換算されるそうです。そのよう 

な事から普段、無償の愛から家事が行われており 

価値を認め、評価する日となっているのです。 

＜9 月 11 日 第 3 回会長・幹事会報告＞ 

今回も佐藤地区研修副委員長が出席されて開催 

されました。地区報告ですが、地区大会の件で清 

水ガバナー補佐より、クラブ紹介写真等の提出物 

の話と会長幹事会の出席確認も同時にありました。 

続いて、「国際ロータリー第 2780地区・2018－ 

19 年度地区大会決議（案）」の報告が、決議第 1 

号～第 13号までありました。 

「クラブのおなやみ相談」では、最初に相模原西 

RC より「委員会活動計画書の作成時間がタイトな 

為、クラブのスケジュールを決めきれません」と 

いうテーマで、要はクラブでスケジュールの組み 

込み方をどうしていますか？ということで質疑応 

答が行われました。まずはグリーン RC から「親 

睦（夜間例会等）などの決めやすい行事だけを計 

画書に掲載し、社会奉仕等は委員長任せになって 

いる」、津久井 RCでも「奉仕事業は継続で記載し、 

逆に親睦等が委員長任せになっています」という 

＜裏ページに続く＞ 



 

 

意見が出ておりました。また橋本 RC からは、「そも

そも地区研修協議会が 3 月開催のはずだが、実際に

は 4 月開催では無理な話で、地区の予定を早く出し

て頂けるよう要望して頂きたい」という意見が出た

ことから、活発な意見交換が行われました。 

     「次年度に間に合わすため、無理やりに印刷するの

で、コピーandペーストにならざるを得ないのが現状

では」等の意見が出た所で、「地区にはなるべく早く

動いて頂き、委員長・委員（委員会）を確実に 1 月

中に決定し動かなければ、活動計画書が間に合わな

いので、そうすべきだ」という結論に至りました。 

次に、相模原中 RCより「休会規定をお持ちのクラ

ブはいますか？」というテーマで質疑応答をさせて

頂きました。柔軟性と刷新性から、休会規定の無い

ロータリーですが、この先には必要になるのではな

いですかという事でお聞きしました。 

まず橋本 RC より「人頭分担金さえ負担すれば、OK

では」という意見を頂きましたが、他クラブでは「休

会規定は無いので会員本人に任せ、場合によっては

一時退会して頂くのも、休会規定が無いロータリー

では仕方がないことだと思うし、そうしております」

という意見も頂きました。 

また私は流石だなと思いましたが、スポンサーク

ラブの相模原 RC では「地区分担金を負担する、休

会・産休の規定を細則にて作成済みです」という意

見もありました。ちなみに、出席率の計算では分母

に入れているとのことでした。今後ですが、フォー

ラムにて皆様のご意見を頂くことがありましたら、

宜しくお願い致します。 

その他として、グリーン RC より「潤水都市さがみ

はらフェスタ」（10 月 20、21 日）にて、「障害者と

共に歩む社会の実現に向けて“前へ”」というテーマ

で出店するとの PR があり、相模原西 RC より新クラ

ブの報告がありました。クラブ名は「相模原かめり

あ RC」、女性 28名でスタート。スポンサークラブは

相模原西 RC、アドバイザーは田島敏久氏です。例会

の食事は摂らない予定なので、年会費は 15 万円にて

考えているとのことです。 

     最後になりますが、会員増強とマイロータリー登

録（60％）は、毎回のように報告されますので、宜

しくお願い致します。 

 

 

 

 

「相模原中ＲＣの良いところアンケートまとめ」 

より「クラブの健康チェック」（クラブでの経験） 

①私は例会を楽しみにしている。 

・例会の雰囲気が良いので毎週の火曜日が楽しみ。 

・会員の皆さんと親睦が図れ、例会でお会いする 

のが楽しみです。 

②例会の内容は興味深く、意義があり、多様性に 

富んでいる。 

・卓話がためになる。 

③例会で会員やゲストを迎え入れる挨拶係がいる。 

・例会時の迎え入れがあたたかい。 

④例会はしっかりと企画、運営されている。 

・例会が楽しい。 

⑤例会で会員が毎週違うテーブルにつき、違う会 

員と話せるようにしている。 

・アンケートの答えにはありませんが、クラブ親 

睦活動委員会にて行われております。 

⑥「親友」と呼べる仲間がいる。 

・ロータリー活動が活発に、さらに和やかにフレ 

ンドリーに、お互いに信頼しあっているところ 

が非常に良いと思います。 

⑦役員だけでなく、他の会員も地区や国際的なロ 

ータリー行事に参加している。 

・アンケートの答えにはありませんが、地区セミ 

ナー、国際大会への出席があります  

⑧ほとんどの会員がロータリーのポリオ撲滅活動 

と進展について知っており、ロータリーの一員 

として貢献していることに誇りを抱いている。 

⑨会員はロータリーの財団に寄付している。 

・アンケートの答えにはありませんが、行われて 

 おります。 

⑩会員は自分が支援したいと望む活動や分野に寄 

付している。 

⑪毎月、会員や地元市民の貢献を称えたり、紹介 

している 

⑫ロータリーを通じて、海外とのネットワークを 

築いている。 

・フィリピンを始め、世界のロータリアンと友達に 

なれる。 

⑬常に新しいことに挑戦している。 

（奉仕活動、例会の内容や形式、親睦など） 



 

     

 

 

●早川会長、佐々木幹事 

①入会記念日祝の瀬戸会員、おめでとうございます。 

②本日卓話の川合会員、宜しくお願い致します。 

●瀬戸 裕昭会員 

    ①本日卓話の川合会員、ご苦労様です。楽しみに 

しております。 

    ②入会記念日を祝って頂き、有難うございます。 

12年が過ぎました。これからも皆様、よろしく 

お願い致します。 

●川合 貞義会員 

卓話をさせてもらいます。まとまった話が出来

るかどうか心配ですが、頑張ってみます。 

●藤原 利夫会員 

①川合会員、本日の卓話よろしくお願いします。 

②入会記念日祝の瀬戸会員おめでとうございます。 

    ●藤本 恵介会員 

    ①今月入会記念日の瀬戸会員、おめでとうござい

ます。 

②川合会員、卓話宜しくお願い致します。とても 

 楽しみです。 

●永保 固紀会員 

 暑さ寒さも彼岸まで！ 少し変わってきまし

たが。 

●田所 毅会員 

①川合さん、卓話楽しみです。「ロータリーあれ 

 これ」宜しくお願いします。 

②本日お祝の瀬戸さん、おめでとうございます。 

●老沼 秀夫会員 

①川合さん、卓話楽しみに聞かせてもらいます。 

②瀬戸さん、入会記念日おめでとう！ 

●竹田 繁会員、阪西 貴子会員 

①9 月お祝の瀬戸さん、おめでとうございます。 

②本日卓話の川合さん、宜しくお願い致します。 

③池之上公共イメージ委員長、ロータリーの友紹 

介、よろしくお願い致します。 

    ●横溝 志華会員 

    ①瀬戸会員、入会記念日おめでとうございます。 

    ②川合さん、卓話楽しみにしています。 

    ③先週、小野会員と丸子会員、親子会ありがとう 

     ございました。お釣りをスマイルします。 

 

 

 

 

 

●小野 孝会員 

①入会記念日祝の瀬戸さん、おめでとうございます。 

②川合さん、卓話楽しみです。 

●㝡住 悦子会員 

①瀬戸さん、入会記念日祝おめでとうございます。 

②川合さん、卓話楽しみにしています。 

●阿部 毅会員、丸子 勝基会員 

①卓話の川合会員、ロータリーの友、池之上会員 

の紹介、楽しみです。 

②瀬戸会員、入会記念日おめでとうございます。 

●豊岡 淳会員 

①9月入会記念日祝の瀬戸さん、おめでとうござ 

います。 

②ロータリーの友紹介の池之上さん、宜しくお願 

いします。 

③川合さん、卓話楽しみです！ 

●黛 裕治会員 

①池之上公共イメージ委員長のロータリーの友紹 

 介、宜しくです。 

②9月入会記念日お祝の瀬戸さん、おめでとうご 

 ざいます。 

③本日卓話の川合さん、楽しみにしていますので、 

 よろしくお願いします。 

●池之上 和哉会員 

①瀬戸会員、入会記念日お祝おめでとうございます。 

②川合会員、本日の卓話楽しみです。宜しくお願 

いします。 

●中里 和男会員 

 川合さん、卓話よろしくお願いします。 

●伊倉 正光会員 

①川合会員の卓話楽しみにしています。 

②池之上会員、ロータリーの友紹介、宜しくお願 

いします。 

③瀬戸会員、入会記念日祝おめでとうございます。 

●田後 隆二会員 

①瀬戸さん、入会記念日祝おめでとうございます。 

②川合さんの卓話、楽しみです～。 

     本日のスマイル額  ２６，６００円 

今年度の累計額  ２６７，６００円 

 

                                     



 
 

   

 

公共イメージ委員長      池之上 和哉 

 横書 7ページ～「国内の子どもの貧困対策」の 

特集記事が掲載されています。最近は TV でも「子 

ども食堂」などが紹介されていますが、各クラブ 

でも支援しているそうです。 

 今月号では 6クラブが紹介されていますが、デ 

ーターによると、日本国内の年間食品廃棄量は約 

2,800万トンで、本来食べられたはず（賞味期限 

や食べ残しなど）の食品ロスが約 646 万トンあり、 

これは飢餓に苦しむ世界の支援食糧の約 320万ト 

ンを大きく上回っています。何か有効な利用がで 

きないのかと思います。 

 縦書 4ページ～「包括的こども食堂」の講演要 

旨では、「こども食堂」はこどもだけが来る所で 

はなく、1人住いの高齢者や悩みを抱えている人 

なども安心できて、1人でも来られる場所を地域 

包みで提供しているそうです。 

 横書 43ページに、ニュージェネレーションと 

して、ローテックスの記事が掲載されています。

ローテックスとは、青少年交換学生として海外へ

留学した経験のある学生たちのグループで、帰国

後は留学経験を活かして、ロータリーの留学生の

架け橋として活躍している方々になります。 

その 1人で、ベルギーに交換留学生として派遣 

    された方によると、ベルギーの若者は政治に大変 

興味を持っていて、選挙に行かないと罰金が課せ 

られ、投票率は 90％を超えているとのことで驚き 

ました。日本でも、もう少し若者にも意識しても 

らいたいと思います。     （概要にて掲載） 

 

 

 

 

 

●事務局 〒252-0239 相模原市中央区中央 3-12-3 

               相模原商工会館３Ｆ 

       TEL 042-758-5750  FAX 042-758-1605 

 ●例会場 相模原市民会館「あじさいの間」 

   〒252-0239 相模原市中央区中央 3-13-15 

       TEL 042-752-4710 FAX 042-753-2000 

 ●Ｅ-mail：rotary@tbg.t-com.ne.jp 

 

 

 

●Ｅ-mail:rotary@tbg.t-com.ne.jp  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・瀬戸 裕昭会員 

  ２００６年９月２６日  

 

例会プログラム 

１０月 ２日卓話  山之内 洋会員 

      定例理事役員会 

   ※３～５日 韓国・龍仁 RC40 周年式典訪問 

    ９日ゲスト卓話「米山月間にあたり」 

       米山奨学生 張 珣さん 

例会記録 

点  鐘  １２時３０分 

場  所  相模原市民会館「あじさいの間」 

司  会  大塚 正浩 副ＳＡＡ 

斉  唱  ロータリーソング 

「それでこそロータリー」 

ソングリーダー 河野 崇会員 

 

出席報告 

 

 

 

 

 

 

●編 集 親睦活動委員会 

 委員長：伊倉 正光 副委員長：小崎 直利 

 委員：川合 貞義、田所  毅、櫻内 康裕 

    田後 隆二、中山 徹男、高本 昌敏 

横江 利夫、山之内 洋、河野  崇 

中村 勝彦、大槻  実 

●http://sagamihara-naka.sakura.ne.jp 

会 員 出席（出席対象 30名） 事前メイク者 
３７名 ３２名 ０名 
欠席者 本日の出席率 修正出席率(9/11) 
４名 ８８．８９％ ８９．１９％ 


